
教
師
@
避
難
所
運
一営
は
困
難

『
と
っ
さ
の
判
断
」
育
成
が
重
一要

避
難
所
運
嘗
に
つ
い
て
も
閣

題
提
起
が
あ
っ
た
。

被
災
地
で
避
難
所
と
な
っ
た

小
中
掌
校
を
調
査
じ
た
東
北
大

災
害
制
御
研
究
一セ
ン
タ
ー
の
佐

藤
健
准
教
授
は
、
避
難
所
の
運

種
主
体
が
①
一
町
内
会
・
自
治
会

②
学
校
③
両
者
共
同
1
lの
3

種
類
あ
ち
た
と
報
告
。
人
数
確
一

語
、
食
事
提
供
、
ト
イ
レ
掃
除

な
u
g拳
教
職
員
が
坦
い
、
生
雇

へ
の
対
応
A
H授
業
再
開
の
弊
害

に
な
ヲ
た
学
校
が
あ
ヲ
た
『
方

で
、」
震
災
前
か
ら
の
取
り
決
め

通
り
に
町
内
A
窓
運
営
し
、
教

職
員
が
本
来
の
業
務
に
専
愈
で

き
た
例
む
あ
っ
た
と
い
う
。

3
6
5日
、
担
時
間
の
申
で

教
職
員
が
学
校
に
い
る
時
間
帯

は
辺
%
。
号
の
牛
人
半
は
児
童
・

生
徒
主
一
緒
に
い
る
だ
め
¥
避

難
者
一に
対
応
す
る
余
裕
は
な

い
。
佐
藤
准
教
授
は
】
寸
住
民
主

体
の
訓
練
の
実
施
や
、
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
を
決
め
て
お
く

な
ど
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
」
と
訴
え
た
。

安
全
教
育
研
究
大
会
一震
災
¥の
教
訓
教
員
が
報
告

島
第
一
小
の
取
り
組
み
だ
。

地
震
は
、
教
師
が
い
る
時
間

や
机
の
あ
4b
所
で
起
こ
る
と
は

限
亀
な
い
。

名
訓
練
、
地
震
で
-

ち
机
35τ
迄
隠
一杭
ま
し
ょ

す
」一で
始
ま
る
お
決
意
む
の
訓

締
は
令
め
、
休
み
時
間
な
ど
に

突
然
、
テ
ィ
ン
ロ
ン
、
テ
イ
ン

ロ
ン
、
之
速
報
音
を
鳴
ら
し
、

ヨ
t
、
ガ
ヂ
ャ
ガ
チ
ャ
、
と
効

墨
田
も
重
ね
る
。
手
当
も
だ
ち

は
「
落
ち
て
と
な
い
、
倒
れ
て

之
な
い
』
を
合
言
葉
は
、
号
の

場
定
最
高
安
全
戸
一}思
う
場
所
陀

身
を
寄
せ
る
一04

文
判
明
省
は
来
年
度
以
降
旬
、速

報
シ
ス
テ
ム
を
全
国
の
掌
校
に

配
備
す
る
方
針
だ
が
、
同
小
の

矢
崎
良
明
校
長
は

晋
配
備
さ
机

だ
か
ら
大
丈
夫
、
で
は
な
い
。

突
然
の
揺
れ
や
音
、
甫
で
予
ど

も
た
ち
が
と
っ
さ
に
判
断
し
、

行
動
す
る
訓
練
を
量
一ね
る
毛
主
一

前
大
切
ι-と
強
調
し
た
。

文
部
和
学
省
は
今
同
日ぺ

す
べ
で
の
単
一校
で
危
機
管
理
マ
与

ユ
ア
ル
を
コ
ノ
『
り
、
教
員
養
成
課
程
↑で
の
安
全
教

λ

青
空
強
他

す
る
計
画
案
を
ま
と
の
た
。

一乙
打
足
先
立
ち

τ東
京
都
内
一マ

闘
か
れ
た
「
盆
軍
・
一塞
尽
抑
制
学
絞
安
室
教
育
研
縄
式
会
三
官

は
、
東
日
本
犬
農
相
択
で
浮
き
彫
り
e

に
一得
ヲ
た
課
題
骨
実
践
例J

が
報
告
さ
れ
た
。
地
震
、
豪
雨
、
火
事
な
ぎ
の
非
常
時
限
手

ぎ
も
の
甜
を
ど
う
守
る
か
|

|
。

毘罰

休
み
時
間
に
抜
き
打
ち
訓
練

議肝

大
会
は
、
教
育
関
係
者
が
防

災
や
防
犯
、
交
通
安
全
な
ど
安

全
教
育
に
一台
い

τ学
ぶ
目
的
マ

毎
年
開
催
。
会
場
の
-東
京
都
桓

橋
区
立
高
島
第
宜
小
に
は
、
全

国
か
ら
小
学
校
の
教
員
ら
約
6

0
0人
が
集
ま
っ
た
ρ

2
年
生
の
公
開
授
業
の
テ
ー

マ
は
寸
校
外
で
地
震
が
起
き
た

ら
自
分
を
ど
う
守
る
か
L

。

か
ぶ
る
物
が
な
け
れ
ば
手
の

ひ
ら

d

牽
末
広
両
暗
室
頭
一を
守

&
。
衝
撃
-を
和
ら
げ
る
た
め
頭

か
ら
ダJ

し
津
か
也
で
。
エ
レ

ベ
ー
タ
t
は
最
寄
り
の
階
で
峰

り
る
。
手
を
パ
4
・
隠
し
て
ボ
タ

シ
を
全
部
抑
し
て
ー
ー
。
何
が

危
険
か
。
ど
る
動
く
べ
き
か
。

Eヨ

教
室
の
壁
巳
は
、
地
震
の
際
に
何

が
危
険
か
を
学
ん
だ
内
容
が
積
ψ

出
さ
れ
て
い
る

毛主用氷曜日

幼
稚
園
了
間
保
育
所
も
備
蓄
必
要

幼
稚
園
や
保
育
所
に
づ
い
て

の
報
管
で
は
、
単
ナ校
と
は
異
な

る
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

課
題
の
-
ウ
は
備
蓄
。
学
校

と
遣
い
、
幼
稚
園
や
保
育
所
は

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

揚
合
が
多
い
。
震
災
当
日
、
保

護
者
の
迎
え
が
夜
間
や
翌
固
に

な
--2
た
例
が
多
か
ぎ
た
峰
、
ゐ
か

か
お
ら
ず
、
食
棋
な
ど
の
備
蓄

が
不
+
分
な
園
が
目
立
っ
た
。

幼
い
一子
に
「
自
分
の
命
を
守

る
カ
」
を
と
る
身
に
コ
け
さ
せ

る
か
も
難
し
い
。
震
災
時
、
お

び
え
た
閣
児
が
保
育
土
の
足
に

ま
と
わ
り
つ
き
、
避
難
が
遅
れ

た
事
例
も
あ
っ
た
。

報
告
で
は
、
生
活
や
遊
び
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
局
分

の
命
を
守
る
う
ど
す
る
気
持
ち

を
高
め
た
り
、
ぜ
き
る
と
さ
を

増
や
」
だ
り
し
て
い
三
工
夫
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

(
三
島
あ
ず
さ
)
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